
東海地区型枠工事協同組合
（第12回若手技能者の採用や育成に資する活動に対する助成）

【活動テーマ】
・建設業界従事にあたり必要な知識・技術を習得する高等技術
専門校への支援事業

【活動期間】
・2022年6月27日〜 6月30日

【発表日】
・2024年2月28日



団体概要

【設立】

• 昭和40年愛知、三重、岐阜県を統合し設立した

【目的】

• 組合員の相互扶助の精神に基づき組合員の必要な共
同事業を行い組合員の自主的な経済活動を促進し経
済的地位の向上を図る

• （一社）日本型枠工事業協会東海支部として活動



活動内容（１）
学生を招いての講習と実習

【背景】
・慢性的な労働力不足と技術者の高齢化
・若年層の入職率低下

【目的】
・学生に我々の業界を理解してもらい興味を持って貰う
・一人でも多くの学生に我々の業界を将来の選択肢の一つにして貰う
・入職率向上を図る

【経緯】
・2017年に当組合理事長と親交のある先生から“建設業界についての理解と
型枠鉄筋工事の技術を学べる講習会”を企画して欲しいとの依頼を受け
その年の春から1年生を対象にこの活動を開始しました



活動内容（２）
学生を招いての講習と実習
※会場は組合員の会社の事務所、資材倉庫にて開催

【日程】 【講習資料】 【図面】



【1日目】型枠

【座学】 【加工実習】



【２日目】型枠

【柱・壁・梁・床型枠組立】



【３日目】型枠

【ラス型枠組立】 【ディスカッション】



【４日目】鉄筋
愛知鉄筋業組合

【座学】 【鉄筋組立】
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【助成金の使途】

• 実習教材費（座学資料）
• 実習教材費（加工手間）
• 実習材料費
• 講師料
• 会場使用料 他

【活動開始からの実績】
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【活動成果】
今回21名の学生に型枠・鉄筋工事が建物を造る過程でどんな役目を果
たしているか理解してもらえたと思います。 残念ではあるのですが、この年
は入職者はいませんでしたが、この活動を始めてから累計で8名の方が
我々の業界に入職して頂けました。
学生の中には女性も多く、我々の業界に興味を持ってくれる方もいます。
昨今の建設現場には女性の進出も多く、型枠・鉄筋も現場作業だけでな
く加工図の作成や材料の拾い出し等、結婚・育児をしながらでも出来る作
業もあるので大いに期待出来ると思います。
この活動を継続すれば若手技術者の入職率向上に繋がると思います。
（この学校の卒業生には別々の型枠会社に就職し数年後に偶然同じ建
設現場で再会しその後結婚された方もいます）
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